
　自宅の上の階や、崖から離れた部屋に移動するな
ど、少しでも身の安全を確保するための行動をとる
ようにしましょう。
※�自宅に留まる場合には、ハザードマップで次の「３

つの条件」を確認する必要があります。
・�土砂災害の危険がある区域や家屋倒壊など氾濫想

定区域に入っていないこと
・浸水深より居室が高いこと
・�浸水した水がひくまで我慢でき、飲料

水や食糧などの備えが十分にあること

詳しくは

洪水ハザードマップ

●参加方法
登録フォームまた
は、メール・ファク
シミリ・郵送にて登
録用紙を地域政策
課にお送りください。

あなたも参加
しませんか？

高齢化が進み、町内会だけでの
作業は大変です。お手伝いに来
ていただき、大変助かりました。

地元の声

長い農道の側溝を、少ない
人数の地域住民で作業する
のは大変だと感じました。
これからもできる限り協力
していきたいです。参加者の声

多くのお客さんがいらっしゃ
いましたが、支え隊の皆さん
の協力があり、助かりました。

地元の声

何度も参加しており、祭りを
盛り上げるお役に立てたこと
がうれしいです。休憩時にい
ただいたおそばも、とてもお
いしかったです。参加者の声

11月 安塚区 「新そば祭り」の手伝い 11月 牧区 農道の側溝整備

　人手不足で困っている中山間地域集落の活動をお手伝いする「中山間地域支え隊」には、幅広い年代の
個人や企業・団体など、さまざまな人が登録しています。収穫の秋は、各集落でたくさんのイベントがあ
ります。隊員は随時募集していますので、ホームページをご覧いただき、登録・参加ください。

■問合せ…地域政策課（☎025-520-5673）

知る・育む・助け合う知る・育む・助け合う

「中山間地域支え隊」「中山間地域支え隊」❷
こんな活動をご存知ですか？

　台風や大雨は、毎年大きな被害をもたらします。災害に備えて防災に関する知識を再確認しましょう。

　市や気象庁では、災害時に住民が自らの判断で避
難行動をとることができるよう、災害の進展に合わ
せて防災情報を発表します。

　自宅や勤務先などで災害が発生した際に避難でき
る場所や避難経路について、ハザードマップであら
かじめ確認しておきましょう。

　災害が発生してからの避難行動は危険です。テレ
ビやインターネットなどから情報を積極的に入手し、
河川の氾濫や土砂災害の危険性が高まる前に避難し
ましょう。

■問合せ…市民安全課（☎025-520-5660）

防災基礎知識❶ －台風への備え－

  警戒レベル   ハザードマップを確認しましょう

  原則早めの避難を！

  万が一逃げ遅れてしまったら

警戒
レベル 避難情報など 避難行動など

５ 緊急安全確保 命の危険、
直ちに安全確保

〈警戒レベル４までに必ず避難！〉

４ 避 難 指 示 危険な場所から
全員避難

３ 高齢者等避難 危険な場所から
高齢者などは避難

２ 大雨・洪水
注意報

自らの避難行動を
確認

１ 早期注意情報 災害への心構えを
高める
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